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世界の試作サービス組織体
1980 1985 1990 1995 2000 2005

(米) MOSIS

(加) CMC

(韓) IDEC

(台) CIC

(仏) CMP

(欧)

 
EURO-
PRACTICE

(日) VDEC

米政府関連の出資により設立。

 
1994以降は大学/一般企業で運営

マイクロシステム全般の研究者向

 
けに連邦政府によって設立

政府と主要半導体産業が、即戦力

 
のエンジニア育成の目的で設立

台湾をグローバルなICデザインセン

 
タとする目的で,全国科学評議会が

 
設立

大学､研究所､企業向けに､試作､少

 
量生産を目的に設立されたﾌﾞﾛｰｶｰ

欧州半導体の地位向上を目指して,

 
欧州委員会(DGIII)により設立

文科省によるＬＳＩ設計研究と教育

 
の目的で大学の利用者対象に設立

(日) STARC 国プロによる90nm開発を基に、IDM 
5社が一般向けに先端試作を開放
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業界による学界の試作支援

基幹プロセス

個別プロセス

先端CMOS量産世代CMOS

Bipolar、

 
BiCMOS、

 
SOI、

 
他

スターシャトルの対象
（90nm）

その他試作 組立て、

 
製造部分工程、

 
など

各社個別に学界と対応

テクノロジ世代

■
 

先端領域の支援は単独社では負荷大
→

 
”業界”

 
による支援が望ましい
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本支援の基本スタンス

・
 

対学界
 

最優先の対応

・
 

対一般ユーザ
 

ビジネス性不問

スターシャトルとは

旧ASPLAが開発した90nm基幹CMOSプロセスと、

それを基にSTARCが開発したシリコン検証用設計ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑにより、

90nmによるチップ試作機会を提供するシャトルを運行し、

広く国内の半導体ＩＰ育成を支援。
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スターシャトルの挑戦

国内で初めて、コンソーシアムが主体になって業界発の先端
プロセスによる試作支援を立上げ
（オープンな90nm試作としてはWWでも初めて）

-
 

LSI設計分野における研究・開発を加速
-

 
活用による大学の実践的教育により人材を育成

研究向けカスタム設計のためのシャトル仕様／設計環境を強
化し、上記に活動をフォーカス

-
 

学会の時期を見たシャトル便の運行

-
 

アナログ設計環境の拡充、など

将来に亘る先端試作継続に向け、その礎を構築

-
 

実績・成果情報の収拾、分析、蓄積など
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スターシャトルの運行実績

試作実績 累積２１便 / ２７４デザイン （2007年5月便まで）

最終見込み 累積２３便 / >３００デザイン （2007年度末）

顧客 学界（ＶＤＥＣ） ７割、 企業ユーザ ３割

シャトル便
エクスプレス便

’03 ’04 ’05 ’06 ’07

運行便
実績

‘03/10

 

開始

STARCが引継ぎ運行旧ASPLA社で運行

5月 8 11‘05/10
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スターシャトル受注デザイン数推移

0
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'04/下 '05/上 '05/下 '06/上 '06/下 '07/上

STARC

一般

VDEC

デ
ザ
イ
ン
数

VDEC

 

Open Run 1/4

 

チップサイズリリース

（６月時点見込み）

対一般ﾕｰｻﾞｵｰﾌﾟﾝ

VDEC Open Run(参加全大学開放)、1/4 チップサイズリリースなどでデザイン増

STARC社内利用は、あすかⅡのスタートで一旦休止

STARCあすかⅡｽﾀｰﾄ
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スターシャトルのVDEC外利用者の拡大
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのｽﾎﾟﾝｻｰﾄﾞｻｰﾁ化に加え、05下～06上には顧客直接訪問を実施

受注件の大半が研究目的，これら顧客の多くがリピータに。（ビジネス性不問）

商談の約1/3強を受注
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積極拡販実施
新
規
顧
客
数
（
累
計
）

← 商談

← 受注

VDECを除く顧客数累計

（６月時点）
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スターシャトルの活用領域実績

研究的用途、中でも回路アーキテクチャーの研究に多く活用

インダクタ/バラクタ性能評価，

 RF-Tr特性，Tr基盤効果特性，他

ＩＤＭ/ベンチャーＩＰ，ビジネス製品試作など

 量産直結が望まれるもの

ＩＰのプロセスポーティング，ＩＰ機能開発，

 設計ツール/フロー検証，など

低電圧アナログ，

 
低電力メモリ，

 
RF回路，

 OnChip信号伝送，

 
回路性能ばらつき，

 ノイズ／SI解析，など

製品開発研究 基盤開発

素

 子

製

 品

モ
ジ
ュ
ー
ル

開発フェーズ

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

58%

33%

9%

0%
スターシャトル

Focus領域



ＳＴＡＲＣフォーラム ２００７ 10Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ(Ｃ) ２００７ ＳＴＡＲＣ Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ．

Semiconductor Technology Academic Research Center

スターシャトル設計環境

特に、研究向けカスタム設計のための設計環境を強化

クリーンなGDS【チップ仕様】

【設計方法】

お客様のニーズ STARC設計環境

SoC設計 基本ライブラリ 設計検証ツール

デザイン･マニュアル

アナログ設計ガイド

インダクタ、バラクタ

 

モデル

SILVACO社

 

PDK

 

(Process

 

Design

 

Kit)

JEDAT社

 

α-SX用 デザインキット

設計デザインハウス紹介

設計容易なデザイン
キットを使いたい

チップ設計は専門家
に任せたい

カスタム回路検証

デバイス実験

アナログIP設計

RF-CMOS領域設計

・ターン･キー･サービス型

・設計委託型

強力なレイアウト設計機能

アナログ設計向け

･デバイス仕様

･レイアウトルール
･Spiceモデル

 

等

･電圧/温度依存性

･素子精度
･MIM/CI容量,BIP例 等
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オープン性による開発の連携
STARC標準プラットフォームのオープン性により、多数開発パートナーと連
携して設計環境を整備

開発パートナーも、ビジネス拡大､技術力向上､学生教育などを期待

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

SoC レベル

素子レベル

PLLモジュール

カスタムモジュール
設計用LPE

(Layout

 

Parameter

 

Extractor) 

アナログモジュール設計用
SILVACO/PDK
(Process Design

 

Kit)

RF-CMOS向け
インダクタ,

 

バラクタ
モジュール

デジタル アナログ

フィードバック

初期開発（STARCクライアントなど） STARCクライアント関連会社

及
び

 サ
ー
ド･

パ
ー
テ
ィ

カスタム設計用
JEDAT/PDK

中央大学

Chipidea

SILVACO

JEDAT

TOSMEC

凸版印刷

基本ライブラリ
・プリミティブ、I/O
･メモリコンパイラ

NECEL

ルネサス

EDAライブラリ拡充
(STARCAD-21対応)

富士通

アナログ
データ整備

東芝&TOSMEC

ARM

シ
ャ
ト
ル
顧
客
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論文発表件数に見るスターシャトルの成果

2007/6月

 

STARC調査

大学の
ｽﾀｰｼｬﾄﾙ活用

年間ﾃﾞｻﾞｲﾝ数

大学の
ｽﾀｰｼｬﾄﾙ活用

年間ﾃﾞｻﾞｲﾝ数

発表論文数発表論文数

累積124件
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累積数

50

100

（６月現在）

デザイン数

■
 

デザイン数の増加と共にｽﾀｰｼｬﾄﾙ活用の発表論文が飛躍的に増加

IEICE
A-SSCC

ISCAS

ESSCC
VLSI

CICC

ISSCC

IEICE（査読無）

DAC

ASP-DAC

IITC

（６月現在）

2

21

15
15 

30 

2005 2006 20072004

全ユーザ
大学（内数）

0

7

26

3 5

19

サンプル提供後ほぼ１年で論文掲載
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VDEC設計経験学生の業種別就職先
試作経験者の５割強の学生がSTARCクライアント企業に就職
半導体外業種でも、多くは半導体知識を必要とする部門だと思われる

STARC
クライアント系

52.7%

半導体関連
（STARCｸﾗｲｱﾝﾄ外）

12.7%自動車関連

6.5%
設計関連

4.4%

通信 3.6%

計測機器
3.6%

精密機器
3.4%

ベンチャー
2.9%

10.2%

その他 クライアント系
半導体関連
自動車関連
設計関連
通信
計測機器
精密機器
ベンチャー

就職先 人数 割合(%)
203
49
25
17
14
14
13
11
39

電気機器

官公庁/外郭団体

電子部品

システム

運輸

産業機械

コンピュータ関連

印刷

電力

調査会社

煙草医薬食品

NPO

6

4

4

4

3

4

3

1

1

1

1

52.7
12.7
6.5
4.4
3.6
3.6
3.4
2.9

10.2

100%385人合計

7

その他

調査対象：

 

2004-2006年度

VDEC提供データによる
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全体の9割強が国内企業に就職

国内企業／外資系企業への就職割合

STARCクライアント系

52.7%

半導体関連

6.2%

その他 33.0%

半導体関連

6.5%

その他
1.6%

国内企業
91.9%

外資系企業
8.1%

調査対象：

 

2004-2006年度

VDEC提供データによる
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まとめ

国内で初めて、単独社では負荷の大きい先端領域の試作支

援スキームを、旧ASPLA/STARCで構築

その結果、研究の加速や人材育成に十分な手ごたえ

-
 

スターシャトル活用論文の発表件数が飛躍的に増加

-
 

VDEC設計経験者はクライアント系以外にユーザ系企業

でも活躍

スターシャトル終息後も、然るべき新スキームの下で先端の

試作支援を継続することが極めて重要
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ＥＮＤ
ご清聴ありがとうございました！
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